
令和８年 第１回交通・環境部会運営委員会議事録 

 

日 時 令和８年３月６日（金） 

場 所 熊本県自動車会館４階第１～２会議室 

参加者  仲 敏彦 担当理事 

齋藤一基副運営委員長 井崎安徳副運営委員長 

杉本修一委員 小島和彦委員 西村栄二委員 吉井誠哲委員  

松下圭委員   

竹下龍二警部（県警）ＪＡＦ江口浩倫事務所長・岩橋耕生係長 

     事務局 松本伸二専務理事 羽田野晃央事務局長 住本未佳総務課課長 

 

〇仲担当理事 挨拶 

 

〇齋藤副運営委員長議事進行 

議題１、令和８年度交通安全協議会活動について 

 事務局より、２月に開催された熊本県自動車販売店交通安全協議会 通常総会においての

決議事項について報告があった。 

  〇令和８年度 重点取り組み事項 

 〈重点取り組み事項〉 

１. 高齢者の交通事故防止 

  ２. シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

  ３．薄暮時の前照灯早めの点灯の実施 

  ４．不正改造の防止・不正改造車の排除 

  ５．携帯電話の運転中の使用禁止 

  ６．「飲酒運転撲滅運動」の啓蒙活動の実施 

  ７．信号機のない横断歩道での一旦停止 

※ダイヤマーク ポスター・チラシによる周知活動の再依頼 

 〈本年度実施を計画している事業（活動）は次の通り〉 

  １.春・秋の全国交通安全運動並びに各交通事故防止運動への参加推進 

  ２.新入社員交通安全教育の実施（４月） 

  ３.セーフティアドバイザー研修会開催（５月又は６月頃） 

  ４.サポート車体感試乗会開催（５月・９月） 

  ５.『自動車ディーラー交通安全の集い』開催（９月） 

  ６.携帯電話の運転中の使用禁止への啓蒙と推進 

  ７.飲酒運転根絶「ハンドルキーパー運動」・くまモンバッジ啓蒙の推進 

  ８.飲酒運転インストラクターの実践活動 

  ９.「（月刊誌）人と車」の有効活用 

 １０.新車他、新聞広告等への交通安全標語「統一ロゴ」の掲載 

 １１.関係官庁との連携を密にし協議会、運営委員会の定期開催と内容の充実（他団体、



他部会との協力、連携強化） 

 

１） 部会行事の確実な実施 

① 「新入社員交通安全教育」：４月９日（木） 

② 「セーフティアドバイザー研修」５月２２日（金） 

③ 「第３５回交通安全の集い」９月４日（金） 

２） 飲酒運転撲滅に向けた取り組み 

① 飲酒運転撲滅について 

３） 地域との連携強化 

① 地域における交通安全活動 

② 第１１回サポカー体感・体験試乗会開催（年２回） 

４） 協議会の充実・強化 

① 交通・環境部会運営委員会 

② 交通・環境部会（部会） 

③ 他部会との交流・情報交換 

 

議題２、「交通安全ロゴ」の選定について 

令和８年度交通安全年間スローガンを選定  

令和８年 ４月～令和８年 ５月 車から ぼくたちみえない 手をあげよう 

 令和８年 ６月～令和８年 ７月 スマホより 周りを見渡し 防ぐ事故 

 令和８年 ８月～令和８年 ９月 ベルト締め 親子の絆も 結び付く 

 令和８年１０月～令和８年１１月 黄昏に 一番星の 前照灯 

 令和８年１２月～令和９年 １月 その酒は 事故を呼び込む さそい水 

 令和９年 ２月～令和９年  ３月 譲り合い ハンドル越しの 思いやり 

・事務局提案通りで承認された。 

 

議題３、新入社員交通安全教育について 

 令和８年４月９日（木）１３時３０分～１５時３０分（予定） 

 講師：熊本県警察本部 ＪＡＦ 

 場所：熊本テルサ「テルサホール」 

参加人数を令和８年３月２７日（金）までご報告をお願いします。 

尚、不参加の場合も新入社員数のご報告をお願い致します。 

 

議題４、第１１回「安全運転サポート車」体感・体験試乗会について 

 令和８年５月２４日（日） １０時００分～１５時００分（予定） 

 場所：熊本県運転免許センター 

    菊池郡菊陽町辛川２６５５ 

    後日案内文書を送付致します。ご協力頂ける販社におかれましては、５月に説明

会を開催予定。 

 



３、その他 

〇セーフティアドバイザー（安全運転管理者）ご報告のお願い 

・例年拠点毎のセーフティアドバイザーの登録者名簿を作成しております。 

４月に現在登録されております名簿を送付いたします。異動等あるかと思いま 

すので、改めてご記入の上４月２０日（月）迄にご報告をお願い致します。 

 

以上で、第１回交通・環境部会 運営委員会は終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年 第１回交通・環境部会議事録 

 

日 時 令和８年３月６日（金） 

場 所 熊本県自動車会館４階第１～３会議室 

参加者  仲 敏彦 担当理事 

齋藤一基副運営委員長 井崎安徳副運営委員長 

杉本修一委員 小島和彦委員 西村栄二委員 吉井誠哲委員  

松下 圭委員 前田英明会員 上原政彦会員 尾方秀一会員 

藤原 誠会員 田中功一会員 井嶋陽二会員 福山晋平会員 

松村健広会員 坂口吾郎会員 西野耕造会員 大田晃一会員 

加茂田芳徳会員   

竹下龍二警部（県警）ＪＡＦ江口浩倫事務所長・岩橋耕生係長 

     事務局 松本伸二専務理事 羽田野晃央事務局長 住本未佳総務課課長 

 

〇仲担当理事 挨拶 

  改めまして、こんにちは。3 月、年度末の業務ご多忙の中、交通・環境部会にお集ま

りいただきありがとうございます。本日の内容については、次第にあるように令和 8 年

度の活動計画についてご審議頂きます。屈託のないご意見をお願い致します。 

私事ですが、4 月１日付の異動により中国・四国地区を担当することとなりました。  

熊本に在任中、この部会活動ではたくさんのことを学ばせていただきました。部会会員

の皆様からご協力を頂き、熊本での交通安全の推進ができたかなと思っております。 

全国からみても熊本県のこの部会活動は、一番活発なのではないかなと思っております。 

県内、交通量の多い割には交通事故が少なく、皆さんの交通安全に対する活動の「 賜
たまもの

」

ではないかと、痛切に感じた次第です。 

本日もどうぞよろしくお願いたします。 

 

〇齋藤副部会長議事進行 

議題１、令和８年度交通安全協議会活動について ※運営委員会議事録 参照 

 

議題２、「交通安全ロゴ」の選定について ※運営委員会議事録 参照 

 データベースにて送付致しますので、ご活用下さい。 

議題３、新入社員交通安全教育について ※運営委員会議事録 参照 

 

議題４、第 11回「安全運転サポート車」体感・体験試乗会について 

    ※運営委員会議事録 参照 

 

３、その他 

〇セーフティアドバイザー（安全運転管理者）ご報告のお願い 



・例年拠点毎のセーフティアドバイザーの登録者名簿を作成しております。 

４月に現在登録されております名簿を送付いたします。異動等あるかと思いま 

すので、改めてご記入の上４月２０日（月）迄にご報告をお願い致します。 

 

〇熊本県警察本部 竹下警部より 

  県内の交通状況について以下説明があった。 

o 昨年（05-07-12月の表記あり、詳細は年次報告の要旨） 

▪ 交通違反検挙数: 2,547人（前年比-116） 

▪ 交通事故死者: 41人（前年比-14、大幅減） 

▪ 発生件数: 2,947件（前年比+2、ほぼ横ばい） 

▪ 負傷者数: 3,596人（前年比-32） 

o 特徴 

▪ 死者 41人中歩行者 17人（約 48%） 

▪ 自動車乗車中 14人、二輪 6人、自転車 4人 

▪ 高齢者死者 24人（65歳以上が 58.5%） 

▪ 歩行者死者 17人中 12人が道路横断中 

▪ 乗車中死者 14人中 7人はシートベルト未着用（着用していれば救命可

能と推測） 

o 今年の状況（昨日現在） 

▪ 死者 11人（前年比+5、増加傾向） 

▪ 歩行者死者が多い（5人） 

▪ 高齢者が 11人中 7人（60%以上） 

▪ 第一当事者の高齢運転者が 13人で 30%以上 

o 結論: 高齢者歩行者対策、参加体験会等を通じた事故防止の継続協力を要請 

〇一般社団法人 日本自動車連盟熊本支部 江口所長より 

• 交通安全啓発グッズの作成・配布 

o 横断歩道（信号機なし）での一時停止率向上に向けた啓発 

▪ 自販連の協力で新たな啓発ステッカー・のぼりを作成 

▪ 熊本の要素（くまモン）を用い、サイズは小型化 

▪ 当日参加者へ配布済み、活用の呼びかけ 

o 結論: 啓発グッズ活用による事故・死者削減の協力依頼 

• 次回会議について 

o セーフティアドバイザー研修開催日の５月２２日（金）に運営委員会・部会

を開催予定 

以上で第１回交通・環境部会を終了した。 


